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第３章 肝ガン細胞におけるBlumea balsamifera抽出物の抗ガン作用とその作用機構について 
 アジア諸国で茶の代替物として飲用されているBlumea balsamiferaの抗ガン作用について検討した。Blumea 
balsamiferaメタノール抽出物（BME）は、正常細胞として用いたラット肝細胞に対する毒性を示すことなく、
ラットおよびヒト肝ガン細胞の生細胞数を減少させた。その作用機序について検討したところ、BMEはガン細胞
の増殖を特異的に関与するRbタンパク質のリン酸化、サイクリンＥとa proliferation-inducing ligand 
（APRIL）タンパク質の発現を抑制することで、ガン細胞のDNA合成さらには細胞増殖を抑制することが明らか
となった。 
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ている。さらに、この抽出物によるガン細胞増殖抑制メカニズムにA proliferation-inducing ligand （APRIL） 
タンパクの発現が関与することも明らかにした。なお、食品成分によるAPRILタンパクの発現抑制作用について
は本論文が初めての報告である。 
 以上述べたように、本論文は、肝細胞障害および肝ガンを予防する食品成分の探索法の確立と研究指針を提
唱したものであり、生活習慣病、特に肝疾患における食による予防の今後の体系化に大いに寄与するものであ
り高く評価できる。 
 よって、本論文は、博士（生活科学）の学位を授与するに値するものと認めた 
